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物理的インフラとしてのネットワーク

• 世界のトラフィックの99％は海底ケーブルによって伝達される
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物理的インフラとしてのネットワーク

• 海底ケーブルの脆弱性

• 意図的・非意図的な切断による通信のブラックアウト化

• とりわけ脆弱な台湾や島嶼国→バックアッププランの問題

• Starlinkの可能性

• イロン・マスクのSpaceXによるサービス

• 静止軌道の衛星よりも低いレイテンシーと転送スピード

• ウクライナにおける実績

• 海底ケーブルを代替するだけの容量を確保出来るか

• トンガの例、ウクライナの現状



https://www.starlink.com
/legal/documents/DOC-
1002-69942-69



経済安全保障としてのサーバとルータ

• 経済安全保障

• 戦略的自律性：他国への依存を減らし、経済的強制に対する影響を低減する

• ネットワークの自律性

• 他国との接続性をいかに自律的にコントロール出来るか

• 中国の一帯一路に対する「接続性」の重要性（EUのConnectivityアプローチ）

• 第三国との接続性を維持するためのOpen RAN

• Clean Networkとサーバ・ルータの自律性

• トランプ政権以来の中国製品の排除→安保上のリスクと自律性の確保

• 国内産業による調達（Onshoring）なのか、同盟国・同志国からの調達（Friendshoring）か

• 経済安保はコストを度外視して自律性を確保することではない



経済性と経済安全保障

• 戦略的自律性を実現するためのコスト

• 米国：自国企業製品にこだわらず、自国内での調達にこだわる

• 欧州：自国企業の製品を推進するための手段としてFriendshoringの推進

• 日本はどうあるべきか

• 一定規模の産業と競争力を持つ日本

• しかし、そのコストは高く、Friendshoringにしても同盟国・同志国製品が優位

• Criticalな製品や、他の選択肢が一つしかない場合はOnshoring

• 重要だけれどもCriticalではない製品や、第三国の選択が可能な製品はFriendshoring


